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Special Feature Article

平成25年度東北森林管理局主要取組事項
企画調整課

　

国
有
林
野
事
業
は
平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら

一
般
会
計
の
下
で
運
営
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
一
般
会
計
初
年
度
の
東
北
森
林
管
理
局

の
主
要
な
取
組
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

１　

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興

へ
の
貢
献

（
１
）
海
岸
防
災
林
の
再
生

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
し
た
海
岸
防
災

林
に
つ
い
て
、
市
町
村
策
定
の
復
興
計
画
等
を

踏
ま
え
早
期
復
旧
に
取
り
組
み
ま
す
。
今
年
度

も
引
き
続
き
、
仙
台
湾
沿
岸
地
区
等
の
海
岸
防

災
林
の
復
旧
の
た
め
の
生
育
基
盤
造
成
工
、
植

栽
工
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

【
民
間
団
体
と
連
携
し
た
植
栽
活
動
】

　

今
年
度
は
、
昨
年
度
に
協
定
を
締
結
し
た
Ｎ

Ｐ
Ｏ
・
企
業
等
14
団
体
の
皆
様
と
仙
台
地
区
海

岸
防
災
林
の
再
生
に
向
け
た
植
栽
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

【
生
物
多
様
性
保
全
対
策
の
実
施
】

（
防
災
機
能
確
保
と
生
物
多
様
性
保
全
と
の
調

和
）

　

海
岸
防
災
林
の
復
旧
に
あ
た
っ
て
、
各
分
野

の
有
識
者
か
ら
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
防

災
機
能
確
保
と
生
物
多
様
性
保
全
と
の
調
整
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
環
境
調
査
を
実
施
し
て
、
各
地

区
の
海
岸
防
災
林
の
状
況
等
に
応
じ
た
保
全
対

策
を
行
い
な
が
ら
、事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

（
２
）
復
興
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
木
材
の
供
給

【
復
興
住
宅
資
材
等
へ
の
木
材
の
安
定
供
給
】

　

こ
れ
か
ら
復
興
住
宅
建
築
が
本
格
化
し
て
い

く
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
復
興
住
宅
資
材
の

需
要
増
大
に
対
応
し
た
木
材
の
供
給
を
実
施
し

ま
す
。

【
き
の
こ
原
木
供
給
の
取
組
】

　

全
国
的
に
不
足
し
て
い
る
き
の
こ
原
木
に
つ

い
て
、
国
有
林
に
お
け
る
供
給
可
能
箇
所
の
選

定
、
情
報
提
供
を
実
施
し
、
需
要
側
と
の
マ
ッ

チ
ン
グ
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

（
３
）
国
有
林
野
の
積
極
的
な
活
用

　

宮
城
県
、
仙
台
市
及
び
石
巻
市
等
へ
が
れ
き

置
場
、
農
地
堆
積
土
砂
置
場
、
災
害
廃
棄
物
二

次
処
分
場
（
焼
却
炉
）
と
し
て
無
償
貸
付
し
、

災
害
復
旧
事
業
の
作
業
ヤ
ー
ド
等
と
し
て
無
償

使
用
承
認
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
各
種
仮
置
き
場
と
し
て
の
貸
付
や
高

台
移
転
な
ど
の
復
興
用
地
に
活
用
す
る
た
め
の

売
払
い
等
、
地
方
自
治
体
等
か
ら
の
要
請
に
迅

速
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

（
４
）
国
有
林
野
の
除
染

　

市
町
村
と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、
生
活
圏
に

隣
接
し
た
国
有
林
野
に
お
け
る
放
射
性
物
質
の

除
染
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

２　

公
益
重
視
の
管
理
経
営
の
一
層
の
推
進

（
１
）
公
益
的
機
能
維
持
増
進
協
定
制
度

　

民
有
林
に
お
け
る
公
益
的
機
能
の
低
下
が
、

生育基盤造成工の様子（仙台署）

NPO団体による植栽活動の様子（仙台署）
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（
３
）
生
物
多
様
性
の
保
全

　

原
生
的
な
森
林
生
態
系
や
希
少
な
野
生
生
物

が
生
育
・
生
息
す
る
森
林
に
つ
い
て
は
、
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
調
査
等
を
通
じ
て
、
適
切
な
保
全
・

管
理
を
推
進
し
ま
す
。

【
白
神
山
地 

２
０
１
３
年
世
界
自
然
遺
産
登

録
20
周
年
の
取
組
】

　

今
年
は
白
神
山
地
が
世
界
自
然
遺
産
に
登
録

さ
れ
て
20
周
年
の
節
目
で
す
。
東
北
森
林
管
理

局
で
は
、
関
係
機
関
と
密
接
に
連
携
し
て
各
種

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
改
め
て
白
神
山
地
の
素

晴
ら
し
さ
を
国
内
外
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

（
４
）
地
域
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
治
山

対
策
の
展
開

　

地
震
や
集
中
豪
雨
等
で
被
災
し
た
荒
廃
山
地

の
復
旧
、
過
密
化
し
た
保
安
林
の
整
備
等
、
森

林
を
再
生
さ
せ
る
治
山
対
策
を
展
開
し
、
森
林

の
保
水
、
山
崩
れ
防
止
機
能
を
発
揮
さ
せ
地
域

の
安
全
・
安
心
を
確
保
し
ま
す
。

【
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
に
よ
る
山
地
災
害

の
復
旧
】

　

平
成
20
年
６
月
に
発
生
し
た
地
震
に
よ
り
、

東
北
地
方
の
山
間
地
域
は
甚
大
な
被
害
を
受
け

ま
し
た
。
地
域
の
皆
様
の
安
心
し
た
生
活
基
盤

の
回
復
に
資
す
る
よ
う
、
谷
止
工
や
山
腹
緑
化

工
な
ど
の
復
旧
対
策
を
引
き
続
き
実
施
し
ま

す
。

（
５
）
森
林
病
虫
害
対
策

　

県
・
地
元
自
治
体
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど

と
連
携
し
て
、
被
害
の
早
期
発
見
・
早
期
対
策
を

基
本
と
し
、
適
切
な
防
除
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

【
松
く
い
虫
被
害
対
策
】

　

被
害
量
は
年
々
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
被

害
地
域
が
北
上
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

海
岸
林
地
域
・
被
害
最
先
端
地
域
の
防
除
対

策
を
引
き
続
き
重
点
的
に
実
施
し
ま
す
。

【
ナ
ラ
枯
れ
被
害
対
策
】

　

年
々
、被
害
地
域
が
拡
大
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

被
害
先
端
地
域
（
宮
城
・
秋
田
）
で
は
、
監

視
体
制
を
強
化
し
、
被
害
の
拡
大
を
防
止
し
ま

す
。

　

被
害
ま
ん
延
地
域
（
山
形
）
で
は
、
重
点
的

に
防
除
を
行
う
ナ
ラ
林
を
中
心
に
駆
除
・
予
防

を
徹
底
し
ま
す
。

３　

森
林
・
林
業
再
生
に
向
け
た
取
組

　

国
有
林
の
組
織
・
技
術
力
・
資
源
を
活
用

し
、
民
有
林
へ
の
サ
ポ
ー
ト
を
充
実
さ
せ
て
、

地
域
の
森
林
・
林
業
の
再
生
に
貢
献
し
ま
す
。

（
１
）
森
林
整
備
の
推
進　

　
　
　

〜
森
林
共
同
施
業
団
地
の
設
定
〜

　

民
有
林
に
お
い
て
課
題
と
な
っ
て
い
る
施
業

集
約
化
の
取
組
を
支
援
す
る
た
め
、
森
林
共
同

施
業
団
地
を
設
定
し
、
民
有
林
と
直
結
し
た
路

網
の
整
備
や
計
画
的
な
間
伐
、
民
有
林
材
と
の

協
調
出
荷
に
取
り
組
み
ま
す
。

国
有
林
の
発
揮
し
て
い
る
公
益
的

機
能
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が

あ
る
場
合
に
、
路
網
の
開
設
や
森

林
整
備
等
を
民
有
林
と
一
体
的
に

実
施
す
る
公
益
的
機
能
維
持
増
進

協
定
制
度
を
新
た
に
設
け
ま
す
。

　

こ
の
制
度
に
よ
り
国
有
林
野
だ

け
で
な
く
、
民
有
林
野
の
公
益
的

機
能
の
維
持
増
進
も
図
り
ま
す
。

（
２
）
ニ
ホ
ン
ジ
カ
被
害
の
拡
大

防
止

　

近
年
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る
樹

木
の
食
害
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

分
布
の
拡
大
防
止
に
向
け
て
、
局

管
内
に
お
け
る
分
布
状
況
を
よ
り

的
確
に
把
握
す
る
た
め
、
全
署
の

森
林
官
等
職
員
に
よ
る
目
撃
情
報

の
集
約
化
を
図
り
ま
す
。

　

特
に
、
早
池
峰
山
周
辺
森
林
生

態
系
保
護
地
域
に
お
い
て
、
貴
重

な
植
生
を
シ
カ
被
害
か
ら
守
る
た

め
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
継
続

し
、
地
域
の
皆
様
と
連
携
し
て
ニ

ホ
ン
ジ
カ
と
の
共
生
を
可
能
と
す

る
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま

す
。

　

あ
わ
せ
て
、
岩
手
南
部
署
遠
野

支
署
管
内
に
お
い
て
は
、
冬
期
に

林
道
を
除
雪
し
て
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の

狩
猟
支
援
を
試
行
的
に
実
施
し
ま

す
。

センサーカメラで撮影されたニホンジカ（遠野支署）

薬剤散布の様子（米代西部署）

民有林との連携を強化！

○林業の低コスト化

施業集約化支援
間伐の低コスト化
低コスト造林

○人材の育成と技術の普及

技術者育成
現地検討会

○国産材の安定供給と利用推進

安定供給システム販売
国有林材供給対策
木材利用の推進
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（
４
）
地
域
の
関
係
者
と
の
連
携
体
制
の
強
化

【
民
有
林
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
現
地
検
討

会
の
開
催
】

　

民
有
林
に
お
け
る
低
コ
ス
ト
施
業
の
定
着
を

推
進
す
る
た
め
、
県
、
森
林
組
合
、
流
域
森
林
・

林
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
等
と
連
携
し
て
、
現
地

検
討
会
を
全
署
で
開
催
し
、
低
コ
ス
ト
作
業
シ

ス
テ
ム
や
森
林
作
業
道
作
設
手
法
の
普
及
を
図

り
ま
す
。

（
５
）
森
林
・
林
業
技
術
者
の
育
成

【
准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
研
修
】

  

国
有
林
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
活
用
し
て
、
専
門

的
か
つ
高
度
な
知
識
・
技
術
・
現
場
経
験
を
も

つ
准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
を
育
成
し
ま
す
。　

  

ま
た
、
准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
と
し
て
国
有
林
野

事
業
職
員
を
育
成
し
、
市
町
村
森
林
整
備
計
画

策
定
の
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
事
業
の
発
注

や
国
有
林
野
の
多
種
多
様
な
フ
ィ
ー
ル
ド
の
提

供
等
を
通
じ
て
民
有
林
の
人
材
育
成
を
支
援
し

ま
す
。

【
林
業
専
用
道
技
術
者
研
修
】

　

路
網
整
備
で
中
心
的
な
役
割
の
林
業
専
用
道

作
設
に
必
要
な
技
術
者
を
育
成
し
ま
す
。

（
６
）
国
有
林
材
供
給
対
策
の
実
施

　

樹
材
種
や
用
途
ご
と
の
木
材
価
格
や
需
給
動

向
を
的
確
か
つ
迅
速
に
把
握
し
、
き
め
細
か
な

採
材
を
推
進
し
な
が
ら
、
安
定
的
・
計
画
的
な

木
材
供
給
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
木
材
需
給
の
急
激
な
変
化
に
対
応
す

る
た
め
に
、
国
有
林
材
供
給
調
整
検
討
委
員
会

を
設
置
し
、
必
要
な
対
応
を
検
討
し
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
供
給
調
整
時
に
速
や
か
な
生
産

が
で
き
る
よ
う
に
備
蓄
林
を
設
定
し
ま
す
。

（
７
）
安
定
供
給
シ
ス
テ
ム
販
売
を
通
じ
た
国

産
材
の
利
用
拡
大

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
特
別
措
置
法
（
Ｆ
Ｉ

Ｔ
法
）
に
よ
り
注
目
を
浴
び
て
い
る
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
利
用
の
推
進
、
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
に
よ

る
国
産
材
利
用
の
拡
大
、
民
有
林
材
と
連
携
し

た
販
売
の
推
進
な
ど
、
安
定
供
給
シ
ス
テ
ム
販

売
に
よ
る
戦
略
的
な
木
材
供
給
を
進
め
ま
す
。

（
８
）
森
林
土
木
工
事
に
お
け
る
木
材
利
用
の
推
進

　

治
山
・
林
道
工
事
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、

緑
化
基
礎
工
、
法
面
保
護
工
、
治
山
ダ
ム
型
枠

な
ど
に
間
伐
材
等
を
積
極
的
に
利
用
し
ま
す
。

（
２
）
間
伐
の
低
コ
ス
ト
化

　
　
　
〜
林
業
専
用
道
整
備
の
加
速
化
〜

　

丈
夫
で
簡
易
な
林
業
専
用
道
を

引
き
続
き
積
極
的
に
開
設
し
、
森

林
作
業
道
と
あ
わ
せ
て
路
網
を
高

密
度
化
さ
せ
、
施
業
の
集
約
化
、

高
性
能
林
業
機
械
の
導
入
を
推
進

し
ま
す
。

（
３
）
低
コ
ス
ト
造
林
の
実
用
化

　
　
　
〜
コ
ン
テ
ナ
苗
の
実
用
化
〜

　

我
が
国
の
林
業
で
は
、
育
林
作

業
の
省
力
化
や
低
コ
ス
ト
化
が
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

今
年
度
は
、
次
の
２
点
に
つ
い

て
重
点
的
に
取
り
組
み
ま
す
。　

●
全
国
的
に
注
目
さ
れ
て
い
る
コ

ン
テ
ナ
苗
に
つ
い
て
、
東
北
地

方
の
気
候
に
適
応
し
た
実
用
化

に
向
け
て
実
証
試
験
を
継
続
し

ま
す
。

●
伐
採
と
植
付
を
一
括
で
発
注
す

る
低
コ
ス
ト
造
林
手
法
の
開
発

に
向
け
て
、
今
年
度
か
ら
モ
デ

ル
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

搬出材の積込み状況（岩手南部署）

コンテナ苗（三陸中部署）

森林作業道作設の検討会（三陸北部署）

木製型枠を利用した治山工事例（米代西部署）

June 2013●4

平成25年度東北森林管理局主要取組事項



美しい森林づくり

Build Beautiful Forest

津軽森林管理署金木支署

森林ボランティア等と共にクリーン作戦を実施
（流域管理システムの推進に向けた取組）

　

当
支
署
管
内
の
十
三
、
五
月
女
萢
地
区
は
、

日
本
海
か
ら
の
風
が
強
く
、
後
背
地
に
集
落
及

び
耕
作
地
等
が
あ
る
こ
と
か
ら
一
帯
を
防
風
保

安
林
に
指
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
十
三
、
五
月
女
萢
地
区
周
辺
に
は
良

質
な
大
和
し
じ
み
（
十
三
湖
し
じ
み
）
の
主
産

地
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
「
十
三
湖
」
や

ロ
グ
ハ
ウ
ス
、
歴
史
民
族
資
料
館
、
プ
ラ
ネ
タ

リ
ウ
ム
な
ど
の
施
設
が
あ
る
「
中
の
島
ブ
リ
ッ

ジ
パ
ー
ク
」
な
ど
の
観
光
施
設
が
あ
り
、
こ
れ

か
ら
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
エ
リ
ア
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
五
月
女
萢
地
区
防
風
保
安
林
付
近
の
海

岸
に
お
い
て
近
年
、
不
法
投
棄
さ
れ
た
ゴ
ミ
や

海
か
ら
の
漂
着
ゴ
ミ
が
散
乱
し
保
安
林
機
能

等
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
当

支
署
の
流
域
管
理
シ
ス
テ
ム
の
推
進
に
向
け

た
取
組
と
し
て
、
景
観
や
保
安
林
の
公
益
的

機
能
維
持
・
向
上
の
た
め
、
５
月
28
日
（
火
）

に
十
三
、
五
月
女
萢
地
区
の
海
岸
に
お
い
て
ク

リ
ー
ン
作
戦
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
 

　

今
回
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
の
実
施
に
あ
た
っ
て

は
、
五
所
川
原
市
の
全
面
協
力
を
得
る
と
と
も

に
、
当
支
署
の
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
巡
視
員
、

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
、
山
火
事
パ
ト
ロ
ー
ル
員
及
び

関
係
機
関
を
合
わ
せ
総
勢
61
名
で
行
い
ま
し
た
。

　

実
施
場
所
が
海
岸
周
辺
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
網
や
浮
き
球
な
ど
の
漁
業
資
材
の
ほ
か
ド

ラ
ム
缶
を
利
用
し
た
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
コ
ン
ロ
や

空
き
缶
、
空
き
瓶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
多
種

多
様
な
ゴ
ミ
が
海
岸
に
散
乱
し
て
お
り
、
海
か

ら
の
風
の
影
響
に
よ
り
同
様
の
ゴ
ミ
が
防
風
保

安
林
内
に
も
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

海
岸
の
ゴ
ミ
収
集
は
砂
地
の
た
め
、
参
加
者

は
一
部
埋
ま
っ
て
い
る
ゴ
ミ
を
掘
り
起
こ
し
た

り
、
防
風
保
安
林
内
で
は
枝
等
に
注
意
し
な
が

ら
木
に
絡
み
つ
い
た
ゴ
ミ
を
根
気
強
く
回
収
し

ま
し
た
。

　

参
加
者
は
海
岸
と
防
風
保
安
林
内
の
ゴ
ミ
を

拾
い
集
め
、
特
に
重
い
ゴ
ミ
は
お
互
い
に
協
力

し
あ
っ
て
ス
ム
ー
ズ
に
作
業
を
進
め
た
こ
と
か

ら
、
元
の
美
し
い
海
岸
、
保
安
林
と
な
り
無
事

に
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

当
日
収
集
し
た
ゴ
ミ
の
量
は
、
燃
え
な
い
ゴ

ミ
が
大
半
で
ゴ
ミ
袋
に
し
て
約
２
５
０
袋
、
燃

え
る
ゴ
ミ
は
約
50
袋
、
そ
の
他
廃
タ
イ
ヤ
な
ど

の
粗
大
ゴ
ミ
は
軽
ト
ラ
２
台
分
が
集
め
ら
れ
、

五
所
川
原
市
の
協
力
に
よ
り
収
集
も
含
め
産
業

廃
棄
物
場
で
処
分
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
支
署
と
し
て
は
、
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
継
続

的
に
進
め
る
こ
と
で
地
域
住
民
等
に
広
く
不
法

投
棄
の
防
止
を
訴
え
て
い
く
事
が
重
要
な
こ
と

か
ら
、
今
後
に
つ
い
て
も
地
元
自
治
体
や
森
林

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
不
法
投
棄
防
止
の
Ｐ
Ｒ
活
動
や
海
岸
防
風

保
安
林
の
保
全
及
び
公
益
的
機
能
の
維
持
・
向

上
に
努
め
「
美
し
い
海
岸
林
」
を
後
世
に
継
承

す
る
こ
と
を
目
的
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。　

森林ボランティア等によるゴミ拾いの様子

五所川原市によるゴミの収集

クリーン作戦に参加された皆さん

5●June 2013



各地からのたより    The Letter from Each Place  MIDORI  NO  TOHOKU

「
住
田
町
ふ
れ
あ
い
広
場
」
が

オ
ー
プ
ン

　

三
陸
中
部
森
林
管
理
署

　

5
月
12
日
（
日
）、
住
田
町
運
動
公
園
・

ふ
れ
あ
い
広
場
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
が

好
天
の
も
と
開
催
さ
れ
、
多
く
の
家
族
連
れ

で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

住
田
町
で
は
世
代
間
交
流
の
促
進
や
子
育

て
支
援
の
充
実
、
交
流
人
口
の
拡
大
を
目
的

に
こ
の
広
場
の
整
備
を
進
め
て
き
て
お
り
、

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
気
仙
地
域
で
は
子
供

の
遊
び
場
の
確
保
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
健
康
増
進
や
生
涯
学
習
の
拠
点
エ

リ
ア
と
し
て
の
利
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

  

住
田
町
役
場
新
庁
舎
建
設
予
定
地
の
北
側

に
オ
ー
プ
ン
し
た
約
０
．
３
８
ha
の
広
場
に

は
、
住
田
町
産
材
を
使
っ
た
大
型
遊
具
や
ブ

ラ
ン
コ
、
砂
場
、
わ
き
水
広
場
、
東
屋
や
ベ

ン
チ
な
ど
の
休
憩
施
設
、
み
ど
り
が
映
え
る

芝
生
の
広
場
が
あ
り
、
遊
び
を
満
喫
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

会
場
で
は
関
係
団
体
な
ど
が
各
コ
ー
ナ
ー

を
開
設
し
、
当
署
か
ら
は
芝
生
の
広
場
で
木

に
ふ
れ
あ
う
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
輪
切

り
材
な
ど
を
使
っ
た
「
木
の
ネ
ー
ム
プ
レ
ー

ト
づ
く
り
」
に
職
員
３
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

朝
10
時
か
ら
15
時
ま
で
の
間
、
親
子
連
れ
や

小
学
生
た
ち
が
次
々
に
訪
れ
、
思
い
思
い
に

楽
し
む
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
当
日

は
母
の
日
で
も
あ
り
、「
手
作
り
で
お
母
さ

ん
に
感
謝
を
伝
え
た
い
。」
と
工
夫
を
凝
ら

し
た
作
品
作
り
に
熱
中
す
る
小
学
生
も
い
ま

し
た
。

   

　

そ
の
ほ
か
、
パ
ト
カ
ー
や
消
防
車
へ
の
乗

車
体
験
、
キ
ッ
ク
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、
森
の
つ

み
き
広
場
、ク
ッ
ブ
体
験
、チ
ェ
ン
ソ
ー
ア
ー

ト
の
実
演
、
住
田
い
い
と
こ
カ
ル
タ
大
会
、

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
体
験
、
三
陸

鉄
道
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
・
さ
ん
て
つ
く
ん
、

大
船
渡
警
察
署
の
防
犯
戦
隊
ケ
セ
ン
ジ
ャ
ー
、

岩
手
の
ヒ
ー
ロ
ー
・
鉄
神
ガ
ン
ラ
イ
ザ
ー
の

記
念
撮
影
会
も
行
わ
れ
、
子
供
た
ち
の
長
蛇

の
列
が
で
き
る
ほ
ど
の
人
気
で
し
た
。

　

当
署
で
は
今
後
も
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
し
、
地
域
住
民
の
方
々
に
木
の
ぬ
く

も
り
や
自
然
の
大
切
さ
を
広
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

高
校
生
に
よ
る
体
験
学
習

由
利
森
林
管
理
署

　

由
利
森
林
管
理
署
は
、
平
成
14
年
か
ら
毎

年
森
林
環
境
教
育
の
一
環
と
し
て
、
県
立
矢

島
高
等
学
校
の
１
年
生
に
よ
る
体
験
学
習
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
学
習
フ
ィ
ー
ル
ド
と

な
る
水
林
海
岸
林
（
国
有
林
）
は
、
飛
砂
や

風
か
ら
市
民
の
生
活
を
守
り
潤
い
を
与
え
て

き
ま
し
た
が
、
松
く
い
虫
被
害
に
よ
り
そ
の

姿
が
減
少
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
高
校
生
が
海
岸
林
の
再
生

作
業
の
一
部
を
担
う
と
と
も
に
、
環
境
へ
の

関
心
を
深
め
な
が
ら
地
域
へ
貢
献
し
て
も
ら

う
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
、４
月
23
日
（
火
）

と
５
月
８
日
（
水
）
の
両
日
ク
ロ
マ
ツ
林
の

本
数
調
整
伐
を
行
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ

の
体
験
学
習
は
、
高
校
に
お
け
る
総
合
学
習

の
一
環
と
し
て
「
地
域
の
自
然
に
ふ
れ
あ
い

環
境
問
題
を
考
え
合
う
」と
い
う
テ
ー
マ
で
、

毎
年
春
と
秋
に
学
校
側
の
要
請
に
よ
り
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

最
初
に
、
ノ
コ
ギ
リ
は
手
前
に
引
く
と
き

に
切
れ
る
の
で
強
弱
を
つ
け
て
作
業
す
る
よ

う
説
明
す
る
と
、
生
徒
達
は
伐
採
す
る
木
の

根
元
近
く
を
握
り
地
際
か
ら
切
断
し
て
い
き

ま
し
た
。
次
々
と
伐
採
さ
れ
た
マ
ツ
の
搬
出

に
苦
労
し
た
よ
う
で
し
た
が
、
何
と
か
予
定

区
域
の
作
業
を
終
え
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
林
業
体
験
の
一
つ
と
し
て
、
タ

ラ
ノ
芽
狩
り
や
竹
林
で
の
タ
ケ
ノ
コ
採
り
に

挑
戦
し
て
み
ま
し
た
。
あ
い
に
く
低
温
続
き

三 陸 中 部 森 林 管 理 署

由 利 森 林 管 理 署

津軽白神森林生態系保全センター

●

●

●

藪に入って間伐間伐木を担いで運び出し

住田町産材を使用した大型遊具

岩手のヒーロー 鉄神ガンライザー

作品作りに熱中する子供たち

June 2013●6
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の
た
め
収
穫
は
僅
か
で
し
た
が
、
山
菜
採
り

の
難
し
さ
を
感
じ
な
が
ら
も
、
自
然
の
恵
み

と
の
出
会
い
を
各
々
楽
し
ん
だ
よ
う
で
す
。

　

生
徒
の
ひ
と
り
は
「
伐
採
を
進
め
る
う
ち

に
林
の
景
色
が
見
渡
せ
る
よ
う
に
な
り
、
達

成
感
を
感
じ
た
」
と
初
め
て
の
体
験
を
振
り

返
っ
て
い
ま
し
た
。

白
神
山
地
十
二
湖
巡
り　

　
津
軽
白
神
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー

　

十
二
湖
は
、
青
森
県
深
浦
町
に
あ
り
白

神
山
地
の
西
側
に
あ
り
ま
す
。
宝
永
元
年

（
１
７
０
４
年
）
の
大
地
震
で
沢
が
せ
き
止

め
ら
れ
て
で
き
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
時
に
で
き
た
湖
沼
は
全
部
で
33
個
あ

り
ま
す
が
、
崩
山
の
中
腹
（
大
崩
）
で
湖
沼

を
数
え
る
と
12
個
見
え
た
こ
と
か
ら
「
十
二

湖
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

十
二
湖
は
、
津
軽
十
二
湖
自
然
休
養
林
に

指
定
さ
れ
て
お
り
、
ブ
ナ
を
主
体
と
す
る
天

然
林
と
「
青
池
」
を
は
じ
め
神
秘
的
な
湖
沼

が
美
し
く
、
ま
た
四
季
折
々
の
山
野
草
や
野

鳥
な
ど
多
く
の
動
植
物
が
見
ら
れ
ま
す
。

  

特
に
今
の
季
節
は
、
新
緑
や
多
く
の
野
鳥

の
囀
り
が
訪
れ
た
人
た
ち
を
い
や
し
、
な
か

で
も
、
ア
カ
シ
ョ
ウ
ビ
ン
は
「
キ
ョ
ロ
ロ
」

と
い
う
独
特
な
鳴
き
声
が
魅
力
的
で
、
そ
の

姿
を
撮
影
し
よ
う
と
多
く
の
カ
メ
ラ
マ
ン

が
、
何
日
も
の
間
湖
沼
に
カ
メ
ラ
を
向
け
て

い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
な
か
で
、
５
月
25
日
（
土
）

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、自
然
観
察
会
を
開
催
し
、

青
森
市
や
八
戸
な
ど
県
内
か
ら
32
名
が
参
加

し
ま
し
た
。 

  　

こ
の
日
は
、
散
策
に
ち
ょ
う
ど
い
い
季

候
で
、
職
員
か
ら
木
々
や
草
花
な
ど
の
説
明

を
受
け
な
が
ら
、
ニ
リ
ン
ソ
ウ
や
エ
ン
レ
イ

ソ
ウ
な
ど
が
咲
く
お
花
畑
の
よ
う
な
道
を
散

策
し
、
ま
た
運
良
く
ア
カ
シ
ョ
ウ
ビ
ン
の
声

を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

散
策
を
終
え
、
参
加
者
の
「
ま
た
来
た

い
。」「
よ
か
っ
た
。」「
今
度
は
い
つ
？
」
と

い
う
よ
う
な
言
葉
や
す
が
す
が
し
い
顔
を
み

る
と
、
と
て
も
い
い
１
日
だ
っ
た
と
私
た
ち

も
感
じ
て
い
ま
す
。

  

こ
れ
か
ら
、「
白
神
山
地
」
は
新
緑
か
ら

深
緑
へ
の
季
節
、
白
神
の
森
林
に
多
く
の
方

が
ふ
れ
あ
い
に
こ
ら
れ
る
こ
と
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

Mini Column

新 緑の山道には筒状に巻かれた葉が落ちている。オトシブミ
が子のために作ったゆりかごだ。昔、手紙を道ばたに落と

して密かに渡す「落とし文」というのがあったそうで、それが名の
由来。夏鳥が到着する頃に見られるので、南の国から鳥が運んでき
た便りと見立てた先人の感性には脱帽する。
　身の丈に比べて巨大な葉を巻くのは大変なようで一巻き作るのに
結構な時間をかけるが、一つの揺籃（ようらん）に生み付けるのは
一卵のみ。「落とし文」が完成して落下させるとすぐに次の葉で仕
事を始めるタフガイだが、産卵数は多くはない。

  　ハマキチョッキリも葉を巻いてゆりかごを作るが、こちらは複数の葉を使ったやや雑なもので、葉柄を囓りはするが落とさない。
結構な大きさだが萎れた葉の固まりといった感じであまり目立たな
い。

　ハイイロチョッキリはドングリに産卵した後、ドングリの付いた
枝をかみ切って落とす。果樹の害虫として有名なモモチョッキリも
同様に枝を落とすが、チョッキリと枝を切るのが愛嬌のある名の由
来。手塩にかけた果樹の枝先をかみ切られた恨みもあったはずだが、
達観した命名だ。

  　オトシブミもチョッキリも大きく括ればゾウムシの仲間の遠い親戚。なぜ、子供達の食料を萎れさせてしまうのか、切り落とさ
なければ瑞々しいまま食べられるのに、と疑問だった。食害などの
ダメージを受けた植物は、毒を出したり、堅くなったり、不味くなっ
たり、天敵を呼んだりするそうだが、これらの植物側の防御に対抗
してのことだという。かまわずに黙々と食べ続けて大量発生と収束
を繰り返す連中に比べれば、慎ましいが安定した生き様は、長い時
間をかけて彼らが身につけてきた戦略なのだろう。

青山　一郎
Ichirou Aoyama
技術普及課長

オトシブミとチョッキリ

オトシブミ ビロウドアシナガオトシブミ ヒゲナガオトシブミ

「ブナ自然林」を歩く

「青池」にて

ドロハマキチョッキリ ハイイロチョッキリイタヤハマキチョッキリ
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Column
モニター便り

秋田県由利本荘市

加藤　冨男
Tomio katou

山の恵みあれこれ

　

厳
し
か
っ
た
長
い
冬
と
別
れ
、
雪
が
解

け
て
春
と
な
り
、
樹
木
や
山
菜
等
が
一
斉

に
芽
を
出
し
、山
の
幸（
シ
ド
ケ
、ホ
ン
ナ
、

ア
イ
コ
、
ワ
ラ
ビ
、
ゼ
ン
マ
イ
等
）
が
出

て
き
て
、
ま
さ
に
山
菜
採
り
の
シ
ー
ズ
ン

到
来
と
な
り
ま
し
た
。

　

特
に
、
ワ
ラ
ビ
や
ゼ
ン
マ
イ
は
昔
か
ら

大
切
な
保
存
食
と
し
て
塩
漬
け
や
天
日
で

干
し
、
よ
く
揉
ん
で
翌
年
の
春
ま
で
食
べ

ら
れ
る
物
と
し
て
生
活
に
定
着
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
秋
に
は
沢
山
の
キ
ノ
コ
等
が

出
て
、
こ
れ
ま
た
秋
の
味
覚
、
さ
ら
に
大

切
な
保
存
食
と
し
て
、
長
い
間
食
べ
ら
れ

ま
す
。

　

し
か
し
、
近
年
山
へ
の
マ
ナ
ー
が
低
下

し
、
自
分
の
入
っ
た
入
山
場
所
も
分
か
ら

ず
、
行
方
不
明
や
救
助
を
求
め
る
方
が
新

聞
、
テ
レ
ビ
等
毎
日
の
よ
う
に
出
て
い
ま

す
。
入
山
す
る
と
き
に
は
、
家
族
に
行
き

先
、
帰
宅
時
間
を
知
ら
せ
、
携
帯
電
話
を

持
参
し
て
２
人
以
上
で
入
る
の
が
基
本

で
、
さ
ら
に
目
立
つ
服
装
（
赤
色
、
黄
色
、

白
色
）
が
大
切
で
す
。

　　

森
林
は
木
材
の
供
給
に
と
ど
ま
ら
ず
、

国
土
を
保
全
し
水
を
蓄
え
る「
緑
の
ダ
ム
」

と
い
わ
れ
、
酸
素
を
供
給
し
て
生
命
を
は

ぐ
く
み
、
人
々
の
こ
こ
ろ
を
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
さ
せ
る
憩
い
の
場
で
あ
り
、
自
然
環

境
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
で
す
。

　

私
の
集
落
は
戸
数
40
世
帯
、
人
口

１
６
０
人
の
少
子
高
齢
化
の
純
農
村
で

す
。
集
落
の
山
林
面
積
は
約
１
０
０
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
昭
和
40
年
頃
ま
で
は
、
毎
春
山

へ
行
き
、
雑
木
を
伐
採
し
、
そ
の
年
の
暖

房
等
（
居
間
の
薪
ス
ト
ー
ブ
・
風
呂
・
食

事
の
煮
炊
き
等
）
に
活
用
し
て
、
山
の
恵

み
に
浴
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
毎
年
、
雑
木
伐
採
箇
所
で
は
、
春

作
業
の
田
植
え
、
田
ん
ぼ
の
雑
草
が
一
段

落
し
た
６
月
下
旬
か
ら
７
月
中
旬
頃
ま

で
、
集
落
総
出
で
植
林
・
下
刈
り
・
枝
打

ち
・
除
間
伐
等
を
行
い
、
集
落
内
の
共
同

作
業
で
結
ば
れ
て
い
ま
し
た
。今
日
で
は
、

共
同
作
業
は
行
わ
れ
ず
、
山
が
荒
れ
放
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
集
落
で
の
管

理
は
不
可
能
で
あ
り
、
専
門
業
者
や
森
林

組
合
に
お
願
い
し
て
管
理
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
11
月
５
日（
月
）国
有
林
モ
ニ
タ
ー

見
学
会
で
仙
台
市
の
海
沿
い
の
植
林
場
所

に
案
内
さ
れ
、
２
年
前
の
３
月
11
日
の
地

震
・
津
波
で
海
岸
林
や
家
屋
、
田
ん
ぼ
等

が
壊
滅
状
態
と
な
っ
た
状
況
を
見
て
、
再

び
災
害
（
津
波
）
が
き
て
も
、
そ
こ
に
く

ら
す
住
民
の
安
全
・
安
心
を
与
え
ら
れ
る

よ
う
植
樹
を
実
施
し
ま
し
た
。
十
数
年
後

に
は
立
派
な
海
岸
防
災
林
と
な
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
よ
り
多
く
の
国
民
が

現
地
に
足
を
運
び
、
実
態
を
知
り
、
み
ん

な
で
国
土
保
全
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。
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森
林
官
か
ら
の
手
紙　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

         a Letter from
 a Forester

「不思議の木」青森ヒバの森から
津軽森林管理署金木支署　喜良市森林事務所　首席森林官

櫻田　洋治
Youji Sakurada

久
し
ぶ
り
の
現
場
勤
務
と
な
り
２
年
目
の

春
を
迎
え
ま
し
た
。
山
歩
き
は
体
力
的

に
少
し
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
体
を
慣
ら
し
つ

つ
除
々
に
感
覚
を
取
り
戻
し
、
全
身
に
汗
し
な
が

ら
毎
日
山
歩
き
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

喜
良
市
森
林
事
務
所
が
管
轄
す
る
喜
良
市
（
旧

金
木
町
）・
飯
詰
（
五
所
川
原
市
）
担
当
区
は
、

青
森
県
津
軽
半
島
の
つ
け
根
に
位
置
し
ま
す
。
東

側
に
は
津
軽
山
地
を
望
み
、
眺
望
山
自
然
休
養
林

で
あ
る
梵
珠
山
（
標
高
４
６
８
ｍ
）
は
ヒ
バ
・
ブ

ナ
等
の
天
然
林
を
眺
め
な
が
ら
の
登
山
道
が
４

コ
ー
ス
あ
り
、
四
季
を
通
し
て
登
山
者
の
多
い
山

で
す
。
西
側
の
津
軽
平
野
に
は
水
田
地
帯
が
広
が

り
、内
陸
に
は
至
る
所
に
リ
ン
ゴ
園
が
見
ら
れ
ま
す
。

遮
る
も
の
が
な
い
冬
の
津
軽
平
野
は
地
吹
雪
地
帯
に

な
り
、
今
年
も
積
雪
が
多
く
厳
し
い
冬
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、雪
解
け
後
の
４
月
以
降
も
低
温
が
続
き
、

水
稲
の
生
育
が
振
る
わ
ず
、
５
月
下
旬
よ
う
や
く
田

植
が
本
格
化
し
リ
ン
ゴ
も
開
花
し
ま
し
た
。

　

半
島
沿
岸
部
に
は
池
や
沼
が
点
在
し
て
い
ま
す

が
、
内
陸
に
は
農
業
用
水
を
貯
蓄
す
る
た
め
の
た
め

池
が
い
く
つ
も
あ
り
ま
す
。
大
き
い
ダ
ム
湖
も
喜
良

市
・
飯
詰
そ
れ
ぞ
れ
に
あ
り
ま
す
。
飯
詰
ダ
ム
上
流

の
国
有
林
に
は
渓
床
勾
配
の
強
い
沢
が
多
く
、
下
流

部
は
融
雪
や
豪
雨
等
で
昔
か
ら
洪
水
被
害
が
絶
え
ま

せ
ん
で
し
た
。
上
流
部
の
坪
毛
沢
に
は
大
正
時
代
か

ら
木
堰
堤
工
が
採
用
さ
れ
、
利
用
さ
れ
た
木
材
は
、

腐
れ
に
く
く
耐
久
性
の
強
い
地
元
の
青
森
ヒ
バ
で
、

資
材
は
当
時
の
被
害
木
を
活
用
し
た
そ
う
で
す
。
木

堰
堤
は
、
大
正
時
代
に
施
工
さ
れ
た
も
の
が
５
基
、

昭
和
時
代
の
も
の
が
６
基
現
存
し
ま
す
。
大
正
５
年

施
工
基
は
大
分
損
傷
が
あ
り
ま
す
が
、
１
世
紀
に
わ

た
り
流
域
の
保
全
に
役
立
っ
て
き
た
証
だ
と
思
わ
れ

ま
す
。
木
堰
堤
の
昭
和
時
代
も
ま
だ
ま
だ
現
役
で
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

　

土
砂
の
流
出
を
抑
止
し
、
津
軽
平
野
の
重
要
な
水

源
地
で
あ
る
森
林
を
守
っ
て
い
る
ヒ
バ
の
木
堰
堤
群

は
、
坪
毛
沢
上
流
の
１
号
か
ら
下
流
の
11
号
ま
で
約

２
㎞
で
、沢
を
下
り
な
が
ら
眺
め
る
事
が
出
来
ま
す
。

ヒ
バ
材
の
強
度
に
着
目
し
た
先
人
の
知
恵
が
今
な
お

生
き
て
い
ま
し
た
。
管
内
で
の
森
林
整
備
の
歴
史
に

触
れ
、
こ
れ
か
ら
も
微
力
な
が
ら
森
林
の
整
備
・
保

全
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

４号木堰堤

中州川山国有林から津軽平野を望む

1号木堰堤
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岩
手
南
部
森
林
管
理
署
遠
野
支
署
の
見
所
で
あ
る
レ

ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
森
「
藤
沢
の
滝
自
然
観
察
教

育
林
（
藤
沢
の
滝
）」
を
紹
介
し
ま
す
。

　

藤
沢
の
滝
自
然
観
察
教
育
林
は
、
宮
守
森
林
事
務
所
管
内

に
あ
り
、遠
野
市
小
友
第
一
国
有
林
内
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

国
道
１
０
７
号
線
か
ら
入
口
の
看
板
を
目
印
に
入
る
と
遠
野

市
に
よ
る
駐
車
場
、
ト
イ
レ
、
東
屋
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、

初
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
新
緑
や
紅
葉
の
滝
な
ど
が
見
頃
で
、

家
族
向
け
の
ハ
イ
キ
ン
グ
に
は
最
適
で
す
。

　

遊
歩
道
を
渓
流
沿
い
に
歩
く
と
大
小
様
々
な
滝
が
あ
り
、

特
に
、
一
番
奥
に
あ
る
滝
は
左
側
が
「
女
滝
」、
右
側
が
「
男

滝
」
と
な
っ
て
お
り
、
清
涼
感
た
っ
ぷ
り
で
一
見
の
価
値
が

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
古
く
か
ら
景
勝
地
と
し
て
町
民
か
ら
親
し
ま
れ
て

い
る
場
所
で
も
あ
り
、
遠
野
遺
産
（
自
然
遺
産
）
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
遠
野
遺
産
と
は
、
平
成
19
年
度
か
ら
「
次
世
代
に

守
り
伝
え
て
い
く
べ
き
遠
野
の
た
か
ら
も
の
」
と
題
し
て
、

遠
野
市
長
が
認
定
す
る
制
度
で
、「
藤
沢
の
滝
」
は
、
平
成

20
年
11
月
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
で
は
、
遠
野
遺
産
と
し
て
１
２
４
件
が
認
定
を
受
け

て
お
り
、
遠
野
な
ら
で
は
の
様
々
な
遺
産
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
遠
野
市
に
お
越
し
の
際
は
、
立
ち
寄
っ
て
新
た
な

発
見
を
ご
堪
能
下
さ
い
。

ふ
じ
さ
わ
の
た
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

岩
手
県
遠
野
市
小
友
町

藤
沢
の
滝

高速道路

至 遠野市

宮守IC入口看板

283

藤沢の滝

至 花巻市

107

至 住田町

「女滝」及び「男滝」「女滝」及び「男滝」

案内板案内板 東屋及びトイレ東屋及びトイレ

●交通アクセス
岩手県遠野市国道283号線から国道107号線を住田
町方面へ約８km進むと藤沢の滝入口の看板あり。


